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（
ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
） 

Ｓ
Ｊ
Ｓ 

患
者
を
励
ま
す
会 

         
 
 

 

 

一
人
の
苦
し
み
は
皆
の
苦
し
み 

第
四
回
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
の
会
総
会 

六
月
一
六
日
、
東
京 

千
駄
ヶ
谷
、
津
田
ホ
ー
ル
で
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
の
会
の
第
四

回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
中
坊 

公
平
弁
護
士
、
衆
・

参
両
議
院
の
議
員
な
ど
か
ら
二
十
通
。東
洋
大
学 

片
平
教
授
、昭
和
大
学 

飯

島
教
授
、
愛
媛
大
学 

橋
本
教
授
等
（
発
言
順
）
各
先
生
か
ら
は
貴
重
な
ご
所

見
・
熱
烈
な
激
励
の
言
葉
を
賜
っ
た
。
参
加
し
た
患
者
全
員
か
ら
は
、
涙
な

が
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
病
歴
、
問
題
点
、
要
望
事
項
な
ど
が
開
陳
さ
れ
た
。
な

お
、
国
（
厚
生
労
働
省
）
に
対
し
、
関
連
法
規
の
次
期
改
正
に
む
け
て
請
願

行
動
を
盛
り
あ
げ
て
い
く
決
意
を
固
め
た
。 

患
者
の
訴
え
（
一
部
抜
粋
） 

肉
親
の
苦
し
み
と
怒
り 

●
息
子
が
二
十
六
才
で
発
症
。
頭
髪
が
全
部
抜
け
た
。
●
妻
が
平
成
三
年
発 

症
。生
死
の
境
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、十
年
た
っ
て
や
っ
と
医
師
か
ら
謝
罪
。 

●
夫
が
亡
く
な
り
、
原
爆
症
状
の
よ
う
な
写
真
を
も
っ
て
救
済
機
構
に
訴
え 

て
い
る
が
ラ
チ
が
あ
か
な
い
。
●
十
二
才
の
娘
が
四
才
で
発
症
し
、
親
も
子

も
怒
り
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
。 

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
不
安 

●
妊
娠
し
て
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
が
元
気
な
子
を
産
み
た
い
。
●
第
二
子
は 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
に
な
っ
て
か
ら
出
産
。出
産
後
は
再
び
ド
ラ
イ
ア
イ
と
戦
っ
て
い
る
。 

●
学
生
時
代
に
発
症
し
、
三
人
の
男
子
を
出
産
し
た
が
、
育
児
は
更
に
苦
し

い
。 

働
け
な
い
口
惜
し
さ
と
怒
り 

●
五
十
才
で
発
症
し
た
。
五
年
た
っ
て
視
力
低
下
で
働
け
な
く
な
っ
た
が
、

救
済
さ
れ
な
い
。
●
発
症
し
て
四
年
目
だ
が
、
運
転
免
許
の
更
新
が
で
き
な

く
て
失
職
。 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
を
知
ら
な
い
医
師 

 

●
四
十
三
年
前
に
発
症
し
、
沢
山
の
病
院
を
廻
っ
た
が
判
ら
ず
、
五
十
一
才 

に
な
っ
て
や
っ
と
東
大
の
眼
科
で
Ｓ
Ｊ
Ｓ
と
診
断
さ
れ
た
。
●
六
十
七
才
の

男
性 

日
本
の
医
者
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
シ
カ
ゴ
ま
で

行
っ
た
。
今
や
っ
と
も
ち
直
し
て
き
て
い
る
。 

救
済
機
構
は
誰
の
た
め
の
も
の 

●
カ
ル
テ
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
に
、 

昭
和
五
十
五
年
以
前
の
発
症
と
い
う
こ 

と
で
不
可
。
●
昨
年
申
請
し
て
い
る
の 

に
放
置
さ
れ
て
却
下
。 

会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

●
出
席
者
が
こ
ん
な
に
増
え
た
こ
と
は 

大
き
な
プ
ラ
ス
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
会 

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大 

切
。 

 

★ 

発
言
者
の
話
に
耳
を
傾
け
る
出
席
者 

終
日 

テ
レ
ビ
東
京
の
取
材
が
入
る 

重
症
型
薬
疹
（
ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
）

に
対
す
る
周
知
徹
底 

 

「
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
基
金
」
法
（
薬
事
二
法
）
の

改
善
・
再
改
正
の
ポ
イ
ン
ト 

・ 

障
害
年
金
の
認
定
基
準
の
緩
和 

・ 

保
険
適
応
外
の
治
療
費
も
給
付
対
象
に 

・ 

通
院
時
の
医
療
費
も
給
付
対
象
に 

・ 

昭
和
五
十
五
年
五
月
一
日
以
前
の
発
症
者
も
対
象
に 

・ 

カ
ル
テ
等
の
証
拠
を
確
保
で
き
な
い
患
者
も
対
象
に 

・ 

発
症
の
危
険
性
、
救
済
制
度
の
説
明
を
薬
品
添
付
書
類

な
ど
に
明
記
す
る
こ
と
を
義
務
化 

      

ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
患
者
の
会      

要請文の要旨 



政
令
の
変
更
で
救
済
の
改
善
を 

 
参
・厚
労
委
員
会
の
傍
聴
か
ら
（５
・３
０
，６
・４
） 

 

国
（
厚
生
労
働
省
）
は
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
救
済
に
ど
う
対
処
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、国
会
の
論
戦
に
注
目
し
よ
う
。 

坂
口
大
臣
の
認
識 

坂
口
大
臣
は
「
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
の
現
状
に
つ
い
て
は
何
度
か
お

聞
き
し
て
、
大
変
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
が
多

く
、
な
お
厳
し
い
障
害
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
多
い
こ
と

は
十
分
に
存
じ
て
お
り
ま
す
」「
昭
和
五
十
五
年
の
副
作
用

に
対
す
る
救
済
法
が
で
き
る
前
の
患
者
を
ど
う
す
る
か
、
と

い
う
の
が
最
大
の
問
題
」
と
理
解
は
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

表
明
。 

今
は
議
論
中 

坂
口
大
臣
は
、
救
済
に
対
す
る
基
本
姿
勢
に
関
す
る
井
上 

美
代
議
員
（
日
本
共
産
党
）
と
辻 

泰
弘
議
員
（
民
主
党
）
両

議
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
「
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議
論

を
進
め
て
お
り
、
今
こ
こ
で
確
答
で
き
る
状
況
に
な
い
こ
と

は
事
実
で
、
も
う
し
ば
ら
く
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
回

答
に
終
始
し
た
。 

救
済
制
度
の
基
準 

医
薬
品
副
作
用
救
済
制
度
は
、
政
令
で
「
重
篤
な
健
康
被
害

を
受
け
た
方
に
対
し
て
重
点
的
に
給
付
を
行
う
」
と
い
う
姿

勢
を
き
め
ら
れ
て
お
り
、「
入
院
治
療
を
要
す
る
程
度
」と
い

う
の
が
基
準
で
あ
り
、
通
院
の
場
合
ま
で
拡
大
す
る
の
は
難

し
い
と
い
う
政
府
側
の
態
度
に
対
し
て
、
井
上
議
員
か
ら
政

令
を
実
態
に
即
し
て
変
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
厚
生

労
働
省
に
強
く
要
請
。 

障
害
者
等
級 

政
令
で
は
、
障
害
年
金
は
障
害
基
礎
年
金
に
準
ず
る
と
定
め

て
あ
る
た
め
に
、
障
害
の
程
度
が
障
害
者
等
級
の
一
級
と
二

級
し
か
受
給
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
井
上

議
員
か
ら
、
障
害
厚
生
年
金
の
基
準
を
適
用
し
て
い
く
よ
う

政
令
を
一
歩
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
強
い
要
請
が
な
さ

れ
た
。
論
戦
は
、
坂
口
大
臣
の
「
障
害
を
も
た
れ
て
い
る
皆 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆ 

一
つ
に
な
っ
て
固
く
団
結 

ス
テ
ィ
ブ
ン
ス･

ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
患
者
の
皆
様
へ 

皆
様
の
苦
痛
を
思
う
と
き
、
よ
く
耐
え
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
願
い
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
大
変
長
い
時
間

が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
勝
つ
た
め
に
は
、
皆
様
が
一
つ
に
な
っ

て
固
く
団
結
す
る
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
大
変
な

人
に
歩
み
を
あ
わ
せ
、
根
気
強
く
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
患
者
の

会
と
励
ま
す
会
も
お
互
い
意
見
を
あ
わ
せ
て
運
動
を
進
め
て

下
さ
い
。
私
も
出
来
る
こ
と
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
０
０
二
年 

六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

弁
護
士 

中
坊 

公
平 

 

略
歴 

 
 

 

昭
和
四
年
京
都
生
ま
れ
。
京
都
大
学
法
学
部
卒
。
三
二
年
弁
護
士
開
業
。
森
永
ヒ
素

ミ
ル
ク
事
件
被
害
者
弁
護
団
長
、
豊
田
商
事
破
産
管
財
人
を
引
き
受
け
、
ま
た
住
宅

金
融
債
権
管
理
機
構
社
長
、
整
理
回
収
機
構
社
長
と
し
て
、
不
良
債
権
回
収
に
辣
腕

を
ふ
る
う
。 

 

 

さ
ん
方
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
お
応
え
を
す
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
が
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点

を
い
ま
鋭
意
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
で
し
め
く
く
ら
れ
た
が
、
引
き
続
き
救
済

制
度
改
善
に
対
す
る
政
府
の
取
り
組
み
を
注
視
し
て
い
く
粘

り
強
い
努
力
が
必
要
。 

 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆ 

祝

電

・メ
ッ
セ
ー

ジ

（

敬

称

略

） 

弁
護
士 

 

中
坊 

公
平 

自
民
党 

参
議
院
議
員 

金
田 

勝
年 

自
民
党 

参
議
院
議
員 

阿
部 

正
俊 

自
民
党 

参
議
院
議
員 

宮
崎 

秀
樹 

自
民
党 

衆
議
院
議
員 

三
ツ
林 

隆
志 

民
主
党 

参
議
院
議
員 

山
本 

孝
史 

民
主
党 

衆
議
院
議
員 

大
島 

敦 

民
主
党 

衆
議
院
議
員 

金
田 

誠
一 

民
主
党 

衆
議
院
議
員 

山
井 

和
則 

民
主
党 

衆
議
院
議
員 

三
井 

辧
雄 

民
主
党 

衆
議
院
議
員 

家
西 

悟 

民
主
党 

衆
議
院
議
員 

山
花 

郁
夫 

民
主
党 

参
議
院
議
員 

辻 
 

泰
弘 

民
主
党 

参
議
院
議
員 

今
泉 

昭 

民
主
党 

参
議
院
議
員 

今
井 

澄 

社
民
党 

衆
議
院
議
員 

保
坂 

展
人 

共
産
党 

参
議
院
議
員 

井
上 

美
代 

自
由
党 

衆
議
院
議
員 

佐
藤 

公
治 

無
所
属 

衆
議
院
議
員 

川
田 

悦
子 

海
兵
七
六
期
同
期
生 

 
 

 
 

代
表 

 
 

林 
 

和
彦 

★ 

第
一
面
の
ひ
ま
わ
り
の
絵
は
四
才
で
発
症
し
そ
の
後

失
明
し
た
野
内
良
美
ち
ゃ
ん
が
六
年
生
の
と
き
の
卒
業
制
作 

厚
労
部
会
長 

厚
労
委
員
長 




